
一橋論叢第104巻第4号（40）

環
境
適
応
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
た
め
の
マ
ク
ロ
．

1
　
地
球
環
境
と
「
い
の
ち
」

　
地
球
は
生
命
を
生
み
、
生
命
と
一
体
化
し
た
星
で
あ
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
生
命
体
の
な
か
で
も
人
間
は
、
高
度
の
認
識
能
カ
を
は
じ

め
と
す
る
精
神
を
そ
な
え
、
物
質
体
系
の
極
致
と
も
い
え
る
肉
体

を
駆
使
し
、
そ
の
拡
延
機
能
と
し
て
の
機
械
や
人
エ
シ
ス
テ
ム
を

総
動
貝
し
て
文
明
活
動
を
い
と
な
む
。
人
工
的
な
文
明
と
n
然
環

境
の
均
衡
が
部
分
的
に
破
れ
た
と
き
、
地
域
的
な
公
害
が
発
生
し

た
。
そ
し
て
今
や
、
全
地
球
規
模
で
の
不
均
衡
が
、
い
わ
ゆ
る
環

境
問
魑
の
症
候
群
を
蔓
延
さ
せ
て
い
る
。

フ
ロ
ジ

中

エ
ク
ト

ノ

学

　
あ
ま
り
に
も
複
雑
で
不
確
突
な
囚
果
連
鎖
に
も
と
づ
く
地
球
環

境
問
魍
は
、
個
別
科
学
の
専
門
知
見
だ
け
で
は
解
明
で
き
ず
、
対

症
療
法
の
技
術
だ
け
で
も
解
決
で
き
な
い
。
す
で
に
、
国
逃
や
、

サ
ミ
ッ
ト
を
は
じ
め
、
世
界
各
国
の
政
府
レ
ベ
ル
で
の
国
際
協
カ

が
す
す
み
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
科
学
技
術
会
議
（
海
部
俊
樹

議
長
）
が
「
地
球
科
学
技
術
に
閑
す
る
研
究
開
発
基
本
計
画
に
つ

い
て
」
と
魎
す
る
答
｝
を
ま
と
め
、
「
人
削
と
臼
然
が
調
和
し
た

科
学
技
術
」
の
あ
り
か
た
に
関
す
る
基
木
的
な
総
合
政
策
の
策
定

に
耕
手
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
答
巾
作
業
に
参
加
し
て
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
近

代
文
刎
を
さ
さ
え
る
科
学
が
、
客
観
的
な
観
察
を
重
ん
ず
る
結
果
、

白
然
を
客
体
視
し
、
人
間
本
位
の
利
州
技
術
に
揃
班
を
か
け
て
い

る
、
と
い
う
周
知
の
論
点
で
あ
っ
た
。
あ
る
特
定
の
目
的
を
実
現
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す
る
た
め
の
技
術
は
、
価
値
実
現
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
が
、
そ
の

目
的
が
、
技
術
そ
の
も
の
の
可
能
性
の
自
己
追
求
と
一
体
化
し
、

さ
ら
に
、
経
済
利
益
優
先
の
動
機
と
結
合
す
る
と
、
も
は
や
自
然

は
使
い
捨
て
の
対
象
で
し
か
な
く
な
る
。
科
挙
は
没
価
値
、
あ
る

い
は
価
値
自
由
、
技
術
は
価
値
実
現
、
と
い
う
区
別
が
な
さ
れ
た

と
し
て
も
、
価
値
実
現
の
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
価
値
基
準
が
不
明

確
で
あ
っ
た
り
、
倫
理
が
社
会
的
に
確
立
し
て
い
な
け
れ
ぱ
、
結

局
、
技
術
の
可
能
性
の
自
己
追
求
と
収
益
動
機
そ
の
も
の
が
独
走

す
る
こ
と
に
な
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
技
術
と
経
済
の
両
輪
を
自
然
環
境
と
調
和
さ
せ

る
た
め
に
は
、
環
境
倫
理
に
立
脚
し
た
制
御
シ
ス
テ
ム
が
必
要
に

な
る
。
で
は
、
そ
の
よ
う
な
倫
理
の
原
点
は
、
何
に
も
と
め
ら
れ

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
結
論
的
に
「
い
の
ち
」
を
基
準

と
し
、
精
神
と
肉
体
的
生
命
と
の
統
合
さ
れ
た
「
い
の
ち
」
を
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

覚
す
る
「
覚
命
」
か
ら
出
発
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

　
四
六
億
年
に
わ
た
る
地
球
の
進
化
形
成
史
の
結
晶
と
し
て
登
場

し
た
人
類
は
、
地
球
の
物
質
体
系
の
極
致
と
も
い
う
べ
き
肉
体
と
、

そ
の
中
枢
に
発
達
し
た
脳
に
よ
る
認
識
能
カ
と
精
神
作
用
を
あ
わ

せ
も
つ
。
こ
の
よ
う
な
肉
体
と
精
神
を
統
合
す
る
生
命
機
能
を

「
い
の
ち
」
と
表
現
す
る
。
動
的
均
衡
状
態
に
あ
る
「
い
の
ち
」

は
、
全
地
域
の
物
質
シ
ス
テ
ム
と
共
生
し
つ
つ
、
宇
宙
と
地
球
に

生
起
す
る
諸
現
象
を
認
識
す
る
精
神
シ
ス
テ
ム
の
中
枢
と
し
て
活

動
す
る
。
そ
の
と
き
、
人
間
は
、
宇
宙
・
自
然
の
自
己
認
識
装
置

　
　
＾
2
〕

と
な
る
。

　
い
い
か
え
れ
ぱ
、
地
球
環
境
の
危
機
は
、
「
い
の
ち
」
の
危
機

と
し
て
認
識
さ
れ
た
と
き
、
は
じ
め
て
そ
の
認
識
主
体
の
「
環
境

間
題
」
と
な
り
、
問
題
解
決
へ
の
ド
ラ
イ
ブ
が
か
か
る
。
そ
し
て
、

認
識
主
体
の
あ
い
だ
で
、
地
球
規
模
の
社
会
的
合
意
が
成
立
す
る

こ
と
が
、
解
決
へ
の
第
一
歩
で
あ
る
。
し
か
も
、
「
い
の
ち
」
の

自
覚
に
よ
る
「
覚
命
」
の
展
開
の
し
か
た
に
よ
っ
て
は
、
か
つ
て

の
産
業
革
命
に
発
す
る
近
代
文
明
を
根
本
か
ら
問
い
な
お
す
契
機

と
も
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
ア
ジ
ア
、
東
洋
に
温
存
さ
れ
て
き
た
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

然
観
の
再
評
価
が
す
す
む
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
1
）
　
こ
の
概
念
は
、
地
球
産
業
文
化
研
究
所
編
『
「
新
し
い
環
境
創

　
造
」
研
究
委
員
会
報
告
薔
』
（
一
九
九
〇
年
三
月
、
同
研
究
所
発
行
）

　
の
拙
稿
「
序
・
基
本
方
針
」
に
お
い
て
試
論
し
た
。

（
2
）
　
同
上
報
告
書
、
二
ぺ
－
ジ
。
松
井
孝
典
『
地
球
・
宇
宙
・
そ
し

　
て
人
間
、
人
閥
は
字
宙
の
中
心
か
』
（
一
九
八
七
年
七
月
、
徳
間
書

　
店
）
　
一
〇
章
「
人
間
は
な
ぜ
、
何
の
た
め
に
存
在
す
る
の
か
」
。

（
3
）
　
「
い
の
ち
」
の
統
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
「
気
」
に
つ
い
て
は
、

　
あ
ら
た
め
て
論
じ
た
い
。
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環
境
の
存
在
価
値
に
基
づ
く
環
境
適
応

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

　
「
い
の
ち
」
を
生
む
地
球
環
境
は
、
存
在
す
る
こ
と
自
体
に
お

い
て
価
値
を
も
つ
。
こ
の
考
え
方
は
、
北
海
遣
大
学
の
五
十
嵐
日

出
夫
教
授
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
、
科
学
技
術
会
。
議
の
前
記
答
申
に

採
用
さ
れ
た
。
同
答
申
で
は
、
「
森
林
、
水
、
化
石
燃
料
等
の
利

用
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
環
境
（
資
源
を
含
む
）
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
生
じ
る
環
境
の
利
用
価
値
に
対
し
、
環
境
が
健
全
な

状
態
に
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
既
に
生
じ
て
い
る
個
値
を
環
境
の
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

在
価
値
と
い
う
」
と
定
義
し
て
い
る
。

　
経
済
学
か
ら
み
た
環
境
の
価
値
は
、
市
場
に
お
け
る
商
晶
と
し

て
の
利
用
（
ユ
ー
ジ
ン
グ
）
価
値
の
側
面
に
お
い
て
評
価
さ
れ
、

ス
ト
ッ
ク
と
し
て
の
存
在
（
ビ
ー
イ
ン
グ
）
価
値
は
、
事
後
的
に

「
外
部
経
済
」
と
し
て
の
み
評
価
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
は
じ
め
に
自
然
あ
り
き
、
と
す
れ
ば
、
環
境
の
存
在
価

値
を
大
前
提
と
す
る
理
論
体
系
が
あ
っ
て
然
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。

灰
聞
の
か
ぎ
り
、
公
共
経
済
学
に
お
い
て
、
社
会
的
共
通
資
本
の

概
念
が
た
て
ら
れ
、
公
共
財
と
し
て
の
自
然
資
本
が
、
社
会
資
本

と
並
ん
で
理
論
化
の
対
象
と
な
り
は
じ
め
て
い
る
が
、
共
通
認
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
－

と
し
て
の
合
意
に
達
す
る
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

　
そ
の
よ
う
な
論
理
状
況
の
な
か
で
、
公
共
財
に
お
け
る
「
消
費

の
排
除
不
可
能
性
」
と
「
消
費
の
非
競
合
性
」
に
注
目
し
て
、
環

境
庁
の
若
手
職
員
グ
ル
ー
プ
が
注
目
に
値
す
る
研
究
を
す
す
め
て

い
る
。
い
わ
く
、
「
地
球
環
境
の
よ
う
な
国
際
公
共
財
は
、
民
間

の
自
由
な
経
済
活
動
に
任
せ
て
お
く
と
過
剰
に
利
用
さ
れ
る
た
め

に
、
保
全
さ
れ
ず
、
破
壌
さ
れ
、
世
界
中
の
人
ぴ
と
は
等
し
く
被

害
を
受
け
る
。
し
た
が
っ
て
、
人
間
の
生
活
や
生
産
活
動
に
と
っ

て
非
常
に
重
要
で
あ
る
反
面
、
そ
の
保
全
や
利
用
の
管
理
が
大
変

　
　
　
　
＾
3
〕

難
し
い
」
と
。

　
こ
こ
で
は
、
環
境
の
存
在
価
値
そ
の
も
の
の
理
論
化
は
専
門
家

に
ゆ
だ
ね
、
「
保
全
や
利
用
の
管
理
」
に
つ
い
て
、
マ
ク
ロ
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
巨
視
的
創
造
科
学
）
の
観
点
か
ら
、
ト
ビ
ッ
ク

を
列
挙
す
る
か
た
ち
で
検
討
し
て
み
た
い
。
「
管
理
」
と
い
う
表

現
よ
り
は
、
不
確
実
性
の
大
き
い
対
象
に
ダ
イ
ナ
、
ミ
ッ
ク
に
対
応

す
る
意
味
を
こ
め
て
、
「
環
境
適
応
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」
と
い
う

こ
と
に
す
る
。

（
1
）
　
科
挙
技
術
会
議
『
諮
間
第
一
七
号
「
地
球
科
学
技
術
に
関
す
る

　
研
究
開
発
基
本
計
画
に
つ
い
て
」
に
対
す
る
答
申
で
使
用
し
て
い
る

　
主
な
用
語
の
解
説
』
（
一
九
九
〇
年
六
月
二
十
二
日
）
＝
二
ぺ
ー
ジ
。
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（
2
）
　
宇
沢
弘
文
『
公
共
経
済
学
を
求
め
て
』
（
一
九
八
七
年
十
月
、

　
岩
波
書
店
）
等
。
な
お
、
多
辺
囲
政
弘
『
コ
モ
ン
ズ
の
経
済
学
』

　
（
一
九
九
〇
年
、
学
陽
書
房
）
等
、
故
・
玉
野
井
芳
郎
教
授
の
理
論

　
を
継
承
発
展
さ
せ
る
動
向
も
あ
る
。

（
3
）
　
環
境
庁
地
球
環
境
経
済
研
究
会
『
地
球
環
境
の
政
治
経
済
学
－

　
新
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
日
本
』
（
一
九
九
〇
年
六
月
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン

　
ド
社
）
三
七
ぺ
ー
ジ
。

3
　
巨
視
的
創
造
科
学
に
よ
る
環
境
適
応
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
人
間
は
環
境
と
と
も
に
あ
り
、
し
か
も
文
明
活
動
を
い
と
な
む

か
ぎ
り
、
環
境
を
人
工
的
に
改
変
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
自
然
と
人

工
の
相
互
作
用
は
、
動
的
不
均
衡
の
状
態
で
絶
え
間
な
く
つ
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
動
的
均
衡
状
態
に
安
定
さ
せ
る
に
は
ど
う

す
れ
ぱ
よ
い
か
。
そ
れ
が
、
マ
ク
ロ
ェ
ン
ジ
ニ
ァ
リ
ン
グ
の
課
趨

で
あ
る
。
一
九
八
一
年
夏
、
わ
が
国
に
お
け
る
最
初
の
マ
ク
ロ
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
国
際
交
流
講
演
会
に
お
い
て
、
元
日
本
学
士
院

院
長
・
和
達
清
夫
博
士
は
、
「
子
孫
に
地
球
を
美
し
く
し
て
返
せ

る
よ
う
に
、
大
き
く
美
し
く
環
境
を
創
造
し
よ
う
」
と
述
べ
、
あ

わ
せ
て
目
本
語
訳
「
巨
視
的
創
。
造
科
挙
」
を
提
案
さ
れ
た
。
こ
の

解
釈
は
、
マ
ク
ロ
エ
ン
ジ
ニ
ァ
リ
ン
グ
（
以
下
、
M
E
）
創
唱
者

の
フ
ラ
ン
ク
・
P
・
デ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
教
授
（
米
国
マ
サ
チ
ュ
ー
セ

ッ
ツ
エ
科
大
学
）
に
よ
っ
て
も
支
持
さ
れ
、
世
界
的
な
研
究
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ユ
〕

の
理
念
と
も
な
っ
て
今
日
に
い
た
っ
た
。

　
列
島
改
造
論
に
よ
る
環
境
破
壊
が
批
判
さ
れ
、
高
度
成
長
に
と

も
な
う
公
害
が
憂
慮
さ
れ
、
オ
イ
ル
：
ソ
目
ツ
ク
に
対
応
し
て

「
成
長
の
限
界
」
が
叫
ぱ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
九
七
〇
年
代
が

ま
だ
完
結
も
し
な
い
時
期
に
、
M
E
を
提
唱
す
る
の
は
時
代
錯
誤

も
甚
だ
し
い
、
と
の
批
判
を
浴
ぴ
な
が
ら
、
な
ぜ
か
、
私
は
「
巨

視
的
創
造
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
惹
か
れ
て
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
「
自
然
と
人
工
の
調
和
」
で
あ
り
、
ど
こ
か
馴

染
み
深
い
東
洋
の
香
り
が
た
だ
よ
う
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
し
か
も
、
そ
こ
で
の
「
自
然
」
は
宇
宙
と
地
球
、
資
源
も
地
球

外
資
源
と
し
て
の
巨
犬
隈
石
や
分
裂
小
惑
星
の
産
業
利
用
を
前
提

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
十
年
後
の
今
日
で
は
、
、
こ
く
あ
た
り
ま
え

に
議
論
さ
れ
る
月
面
基
地
や
火
星
移
住
の
技
術
的
・
経
済
的
な
事

業
化
研
究
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
い
ま
、
環
境
適
応
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
代
表
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
あ
げ
る
な
ら
、

人
工
衛
星
に
よ
る
地
球
観
測
で
あ
り
、
ま
さ
に
宇
宙
と
地
球
の
自

己
認
識
装
置
と
し
て
の
人
間
の
理
性
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
以
下
、
地
球
の
自
己
認
識
に
ふ
さ
わ
し
い
ク
ロ
ー
バ

ル
な
環
境
適
応
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
い
く
つ
か
を
例
示
的
に
な
が
め

5’4
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て
み
よ
う
。

　
ω
　
世
界
環
境
観
測
シ
ス
デ
ム
（
図
1
）

　
高
度
約
九
百
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
軌
遣
に
打
ち
あ
げ
ら
れ

た
日
本
の
海
洋
観
測
衛
星
「
M
O
S
1
」
は
一
瞬
に
し
て
百

九
十
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
表
を
赤
外
放
射
計
で
観
測
し
、

五
十
メ
ー
ト
ル
単
位
の
精
密
な
解
析
を
す
る
。
こ
の
衛
星
は
、

一
日
に
地
球
を
十
四
周
し
、
二
日
目
か
ら
は
初
日
の
百
七
十

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
西
に
軌
道
が
ず
れ
て
、
十
八
日
目
に
最
初
の

軌
遣
に
も
ど
る
。
し
た
が
っ
て
、
十
七
日
閥
た
て
つ
づ
け
に
、

ま
た
は
十
八
日
の
整
数
倍
ご
と
に
、
毎
日
一
個
ず
つ
合
計
十

七
個
の
環
境
観
測
衛
星
を
、
中
高
度
軌
遣
に
乗
せ
れ
ぱ
、
地

球
上
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
に
つ
い
て
、
同
一
地
点
に
関
し
て
同

一
時
刻
に
、
一
日
に
一
回
は
観
測
し
解
析
で
き
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
支
援
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、
五
個
の
静
止
型
気
象

観
測
・
デ
ー
タ
中
継
衛
星
、
五
ヶ
所
の
デ
ー
タ
受
信
・
処
理

セ
ン
タ
ー
、
な
ら
び
に
世
界
各
地
の
一
般
受
信
局
か
ら
成
る

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
れ
ぱ
よ
い
。
総
費

用
、
一
兆
円
で
事
業
化
で
き
る
、
と
目
本
電
気
株
式
会
社
宇

宙
開
発
事
業
部
の
黒
田
隆
二
支
配
人
が
太
鼓
判
を
押
し
て
い

る
。

6μ
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こ
の
よ
う
な
宇
宙
レ
ベ

ル
で
の
地
域
観
測
と
、
気

圏
、
水
圏
、
地
圏
各
圏
域

ご
と
の
観
測
と
を
総
合
し

て
、
地
球
に
関
す
る
科
学

的
知
見
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
が
、
地
球
規
模
の
自
然

変
動
と
そ
れ
に
よ
る
影
響

を
予
測
・
予
知
す
る
た
め

に
必
要
で
あ
る
。
と
り
わ

け
、
宇
宙
衛
星
セ
ン
サ
ー

に
よ
る
観
測
は
、
自
然
科

学
の
知
見
に
と
ど
ま
ら
ず
、

世
界
経
済
の
構
造
計
画
に

も
応
用
で
き
る
こ
と
を
、

公
認
会
計
士
・
大
礒
幸
雄

氏
が
説
い
て
い
る
。
一
橋

大
学
商
学
士
の
同
氏
に
よ

れ
ぱ
、
ω
第
一
次
産
業
一

①
農
産
物
の
生
育
・
収
穫

状
況
、
②
水
産
物
の
収
穫
状
況
、
⑧
飼
育
家
畜
の
増
減
状
況
、
④

林
業
の
生
育
．
伐
採
状
況
、
⑥
鉱
産
物
の
生
産
状
況
、
㈲
第
二
次

産
業
、
①
食
料
関
係
工
場
の
生
産
・
出
荷
状
況
、
②
衣
料
関
係
工

場
の
生
産
．
出
荷
状
況
、
③
建
築
用
資
材
工
場
の
生
産
・
出
荷
状

況
、
④
建
築
物
の
増
減
状
況
、
⑥
公
共
施
設
（
道
路
、
鉄
遭
、
港

湾
、
空
港
）
の
整
備
状
況
、
o
第
三
次
産
業
一
①
遺
路
、
鉄
道
、

船
舶
の
輸
送
状
況
、
②
百
貨
店
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
集
審
状
況
、

等
々
、
実
物
統
計
デ
ー
タ
を
収
集
解
析
し
、
従
来
の
経
済
統
計
を

補
完
す
る
か
た
ち
で
、
地
球
環
境
を
ふ
ま
え
た
公
共
会
計
が
可
能

　
　
　
　
　
　
？
）

に
な
る
、
と
い
う
。

　
②
　
パ
レ
ヅ
ト
式
高
遠
遭
路

　
二
酸
化
炭
素
の
増
加
に
よ
る
温
室
効
果
の
た
め
、
地
球
の
平
均

気
温
が
上
昇
し
、
南
極
や
氷
河
の
氷
や
永
久
凍
土
が
融
解
し
、
海

水
準
変
動
に
よ
り
沿
海
文
明
圏
が
存
亡
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
、

と
い
わ
れ
て
も
、
釈
然
と
し
な
い
人
も
す
く
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
自
動
車
の
氾
濫
と
、
交
通
渋
帯
の
激
化
が
、
異
常
で
あ

り
、
大
気
汚
染
が
進
ん
で
い
る
こ
と
だ
け
は
、
犬
方
の
認
め
る
現

実
に
ち
が
い
な
い
。

　
M
I
T
の
機
械
工
学
科
、
ダ
ビ
ヅ
ド
・
G
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
教
授

は
、
交
通
戦
争
の
犠
牲
者
が
通
常
戦
争
の
死
傷
者
よ
り
も
多
く
な
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眺

．彫

＼、
↓
－

．
　
　
盾

1
一

　
　
　
　
　
■

圭

．
形
．
．

翻
・

ウィ’レソン型自転箪

っ
て
き
た
こ
と
を
憂
慮
し
、
独
自
の
調
査
を
こ
こ
ろ
み
た
結
果
、

米
国
に
お
い
て
は
、
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
事
故
が

最
大
の
原
因
で
あ
る
と
の
結
論
を
得
た
。
そ
こ
で
、
得
意
の
歯
車
、

ラ
ヅ
ク
．
ア
ン
ド
．
ビ
ニ
オ
ン
や
コ
グ
・
ギ
ア
の
知
見
を
も
と
に
、

伝
統
的
に
確
立
し
た
技
術
で
、
こ
の
事
故
を
予
防
す
る
シ
ス
テ
ム

の
開
発
に
と
り
く
み
、
バ
レ
ツ
ト
式
高
遠
遭
路
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

確
立
し
た
。

　
図
2
の
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
乗
り
入
れ
る
と
き
、

自
動
車
は
・
図
3
の
よ
う
な
電
動
台
軍
に
身
を
ま
か
せ
、
運
転
者

は
、
一
服
し
な
が
ら
「
他
動
車
」
と
し
て
運
ば
れ
る
。
こ
の
バ
レ

ッ
ト
台
車
は
、
集
電
装
置
を
兼
ね
る
ガ
イ
ド
・
ア
ー
ム
に
よ
っ
て

誘
導
さ
れ
て
い
る
の
で
、
好
き
な
と
こ
ろ
で
ガ
イ
ド
．
ウ
ェ
イ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
　
“

離
脱
す
る
に
は
、
図
4
の
よ
う
に
、
左
側
の
ア
ー
ム
を
カ
イ
ト
．

レ
ー
ル
か
ら
離
し
、
右
側
の
ア
ー
ム
を
右
レ
ー
ル
に
引
っ
掛
け
れ

ば
、
そ
の
ま
ま
一
般
道
路
へ
出
る
こ
と
が
で
き
、
あ
と
は
本
来
の

自
動
車
と
し
て
自
走
す
れ
ば
よ
い
。
バ
レ
ヅ
ト
台
車
に
乗
っ
て
い

る
か
ぎ
り
、
エ
ン
ジ
ン
は
停
止
し
て
い
る
の
で
、
排
気
汚
染
を
ま

ぬ
か
れ
る
。

　
か
り
に
東
京
か
ら
名
古
屋
へ
急
用
で
ド
ラ
イ
ブ
せ
ね
ぱ
な
ら
な

く
な
っ
た
と
し
て
、
た
だ
走
る
だ
け
な
ら
ぱ
、
な
に
も
自
走
す
る
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　　ートレイルー

r
び
　
解．
・
〆

〆

11
ま
で
も
な
く
、
第
二
東
名
高
速
の
一
車
線
に
パ
レ
ッ
ト
ニ
7
イ
ン

が
つ
く
ら
れ
れ
ぱ
、
そ
れ
に
桑
っ
て
、
全
行
程
を
眠
っ
た
り
読
書

し
た
り
し
な
が
ら
走
破
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
汚
染
ゼ
ロ
。
し
か

も
、
用
地
買
収
に
悩
む
道
路
公
団
は
、
第
二
東
名
の
大
半
を
ト
ン

ネ
ル
と
し
て
設
計
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
長
距
離
ト

ン
ネ
ル
の
換
気
シ
ス
テ
ム
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
こ
の
パ
レ
ッ
ト
・

ラ
イ
ン
で
大
幅
に
節
約
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　
ウ
ィ
ル
ソ
ン
教
授
は
、
G
E
や
G
M
社
と
共
同
で
こ
の
オ
ー
ル

ド
．
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
ニ
ュ
ー
・
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
を
め

ざ
し
て
い
る
。
こ
れ
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
日
本
の
得
意
と
す
る
改

良
技
術
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
超
伝
導
リ
ニ
ァ
ー
モ
ー
タ
ー
力

1
の
自
動
車
版
で
、
図
5
の
よ
う
な
リ
ニ
ァ
ー
台
車
に
よ
る
他
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

車
の
コ
ン
セ
プ
ト
も
提
案
さ
れ
て
い
る
。
実
用
特
許
と
い
う
点
で

は
、
米
国
に
軍
配
が
あ
が
る
の
で
は
な
い
か
。
わ
が
国
で
人
気
の

高
い
「
ハ
イ
テ
ク
」
は
、
世
界
的
に
み
る
と
さ
ほ
ど
支
持
さ
れ
て

お
ら
ず
、
む
し
ろ
、
「
口
ー
テ
ク
」
「
オ
ー
ル
ド
テ
ク
」
と
い
っ
た

職
人
気
質
で
鍛
え
ぬ
か
れ
た
最
高
水
準
の
技
術
、
人
間
の
顔
を
し

た
、
心
の
通
っ
た
技
術
に
信
頼
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
た
い
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
教
授
は
、
自
転
車
工
学
の
第

一
人
者
で
、
図
6
の
よ
う
な
自
転
車
を
発
明
し
た
。

944
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私
も
乗
せ
て
も
ら
お
う
と
し
た
が
、
試
作
車
が
、
長
身
の
教
授

仕
様
で
あ
っ
た
た
め
、
お
粗
末
、
ベ
ダ
ル
に
足
が
と
ど
か
な
か
っ

た
。　
な
お
、
中
国
の
現
代
化
政
策
に
関
し
て
助
言
を
も
と
め
ら
れ
る

。
こ
と
に
、
私
は
、
自
転
車
を
主
カ
と
す
る
遣
路
建
設
を
と
な
え
、

そ
の
建
設
費
は
、
自
転
車
損
害
保
険
に
よ
っ
て
捻
出
す
れ
ぱ
よ
い

と
提
案
し
て
い
る
。
日
本
の
保
険
関
係
者
か
ら
は
レ
ス
ポ
ン
ス
が

な
い
が
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
は
本
気
の
研
究
協
カ
の
意
志
表
明
が
な

さ
れ
て
い
る
。

　
㈲
　
総
合
交
通
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
冒
ン
道
路
（
ト
レ
イ
ル
）
（
図

　
　
　
7
）

　
こ
れ
は
人
間
味
あ
ふ
れ
る
市
民
運
動
、
し
か
も
、
米
国
の
環
境

保
護
団
体
ご
推
薦
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
鉄
道
線
路
の
よ
う
な

紬
長
い
土
地
は
、
レ
ー
ル
が
撤
去
さ
れ
た
の
ち
、
ど
う
な
る
の
か
。

鉄
遣
会
社
は
保
存
と
将
来
の
有
効
利
用
に
期
待
し
、
旧
地
主
は
即

時
変
換
を
訴
え
て
争
い
の
絶
え
な
い
米
国
で
、
つ
い
に
一
九
六
八

年
、
ト
レ
イ
ル
法
な
る
も
の
が
制
定
さ
れ
た
。
二
十
年
後
、
、
ミ
ズ

ー
リ
州
で
、
三
百
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
の
川
沿
い
の
鉄
道

を
緑
の
散
歩
道
に
す
る
市
民
運
動
の
計
画
が
認
め
ら
れ
た
。
米
国

ハ
イ
キ
ン
グ
協
会
は
、
一
九
八
O
年
以
来
、
七
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
こ
え
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
、
レ
ー
ル
跡
地
や
ハ
イ
ウ
ェ
ー

沿
い
に
つ
く
っ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ト
レ
イ
ル
総
延
長
は

約
二
万
四
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
来
年
に
予
定
さ
れ
る
皿
E
の
世
界

大
会
コ
一
〇
〇
〇
A
D
、
大
欧
州
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ

ー
L
で
も
熱
烈
討
論
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
う
ち
、
線
状
（
リ
ニ
ァ
）
に
細

長
く
の
ぴ
る
も
の
は
、
鉄
遭
、
遣
路
、
堤
防
、
バ
イ
プ
ラ
イ
ン
、

電
信
電
話
回
線
、
送
電
線
、
ガ
ス
管
、
上
下
水
遣
、
物
流
チ
ュ
ー

ブ
、
等
々
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
そ
れ
ら
を
す
べ
て
一
括
し
、

複
合
的
に
立
体
処
理
す
れ
ば
、
用
地
コ
ス
ト
が
分
担
で
き
る
か
ら
、

経
済
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
高
く
な
る
。
し
か
も
、
イ
ン
フ
ラ
施
設

は
、
地
下
利
用
と
し
て
、
地
表
は
、
多
目
的
の
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
冒
ン
道
路
に
す
る
。
散
歩
遣
、
ジ
目
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
、

乗
馬
遣
、
自
転
車
道
、
ス
ケ
ー
ト
（
ア
イ
ス
、
ロ
ー
ラ
ー
、
ボ
ー

ド
）
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
、
何
で
も
揃
っ
た
レ
ー
ン
を

．
並
木
で
美
し
く
仕
分
け
る
。
上
述
の
パ
レ
ソ
ト
式
高
速
遭
路
も
相

乗
り
で
き
る
。

　
ア
メ
リ
カ
ン
・
ト
レ
イ
ル
ズ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
の
調
査

に
よ
れ
ぱ
、
全
米
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
目
ン
産
業
は
、
約
五
十
兆
円
の

巨
大
市
場
で
あ
り
、
と
り
わ
け
ア
ウ
ト
ド
ァ
・
ス
ポ
ー
ツ
が
成
長

450
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株
で
あ
る
、
と
い
う
。
地
表
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
目
ン
産
業
と
、
地

下
の
公
共
投
資
と
が
あ
い
ま
っ
て
、
線
状
土
地
の
有
効
利
用
が
実

現
す
れ
ぱ
、
新
し
い
環
境
創
造
の
理
念
も
笑
現
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
ω
　
世
界
電
カ
供
給
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク

　
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
求
め
て
、
発
電
の
方
式
を
め
ぐ
る

議
論
が
さ
か
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
電
カ
供
給
シ
ス
テ
ム
の

合
理
化
を
は
か
れ
ぱ
、
既
存
の
発
電
設
備
に
よ
っ
て
世
界
的
な
電

化
が
可
能
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
す
で
に
、
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ

ン
ス
は
、
英
仏
海
峡
の
海
底
送
電
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
っ
て
電
カ
の
相

互
利
用
を
は
じ
め
て
い
る
（
図
8
）
。
ソ
連
で
は
、
領
土
内
の
送

電
幹
線
が
ほ
ぽ
百
パ
ー
セ
ン
ト
連
結
さ
れ
、
時
差
十
時
間
と
い
う

条
件
を
生
か
し
て
、
夜
間
電
カ
を
昼
間
の
地
帯
に
供
給
す
る
シ
ス

テ
ム
が
で
き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
送
電
グ
リ
ヅ
ド
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
グ
ロ
ー
バ
ル

に
形
成
し
て
、
世
界
中
の
送
電
線
を
一
本
化
す
れ
ぱ
、
発
展
途
上

国
の
電
カ
間
題
も
解
決
で
き
る
、
と
い
う
構
想
が
、
バ
ヅ
ク
ミ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

ス
タ
ー
．
フ
ラ
ー
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
（
図
9
）
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
の
都
市
化
は
、
発
展
途
上
国
に
集

申
し
、
人
口
増
加
に
と
も
な
う
環
境
へ
の
負
荷
が
増
大
す
る
。
こ

れ
ら
の
地
域
の
ス
ラ
ム
化
を
防
ぎ
、
衛
生
を
向
上
さ
せ
、
家
族
計
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表1電カ消費量と幼児死亡率，出生率1平
　　　均余命との相関関係

AFRICA

INDIA

ASIA

LATIN
　AMERICA
CHINA

OCEANIA

USSR

EUROPE

USA

IM＝R
11O

118

87

62

38

39

32

15

10．5

BIRTH
RATE
LIFE
EXPECT．

KwHper
capita／

45

34

28

31

19

21

20

13

16

50

53

60

65

65

71

69

フ3

75

3，36

1，44

5，64

8，06

6．80

40，28

糾，75

36，50

92，53

KwH脾capit的c飢（1，㎝・〕

画
を
軌
遣
に
乗
せ
る
た
め
に
も
、
電
カ
供
給
の
確
保
を
急
ぐ
必
要

が
あ
る
。
フ
ラ
ー
構
想
に
よ
れ
ぱ
、
電
カ
消
費
量
と
幼
児
死
亡
率
、

出
生
率
、
平
均
余
命
と
の
間
に
は
「
表
1
」
の
よ
う
な
相
関
関
係

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
人
当
り
電
カ
消
費
量
が
増
大
す
れ
ぱ
、

幼
児
死
亡
率
は
下
が
り
（
図
1
0
）
、
出
生
率
も
下
が
る
（
図
u
）
。
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図11電カ消費量と
　　　出生率

図10電カ消費量と
　　　幼児死亡率
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O
O
　
O
O
　
O
O
O
O
O

ユ
0
9
8
7
6
5
4
3
2
ー

ユ
　
ユ

幼
児
死
亡
率
＾
年
一
〇
〇
〇
人
当
り
）

平
均
余
命
は
長
く
な
る
が
（
図
1
2
）
、
衛
生
状
態
が
改
善
さ
れ
、

多
産
の
必
要
が
減
少
す
る
た
め
、
人
口
増
加
は
抑
制
さ
れ
る
。

　
こ
れ
と
類
似
の
構
想
と
し
て
、
砂
漢
で
太
陽
発
電
し
、
超
伝
導

送
電
に
よ
り
長
距
離
の
電
カ
供
給
を
実
現
す
る
方
式
や
、
先
進
国

で
発
電
さ
れ
た
電
カ
を
マ
イ
ク
ロ
ウ
ェ
ー
ブ
に
変
換
し
て
人
工
衛

星
経
由
で
発
展
途
上
国
へ
送
電
す
る
方
式
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
提

案
が
だ
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
、
不
確
実
性
の
高
い
「
ハ
イ

テ
ク
」
よ
り
は
、
確
立
し
た
「
オ
ー
ル
ド
テ
ク
」
の
最
高
水
準
の

技
術
に
よ
っ
て
実
現
可
能
な
シ
ス
テ
ム
か
ら
立
ち
上
げ
て
い
く
方

に
支
持
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
（
1
）
　
F
．
P
・
デ
ピ
ヅ
ド
ソ
ン
・
中
川
挙
編
、
菊
竹
清
訓
・
長
友
信

　
　
人
監
訳
『
マ
ク
ロ
ェ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
一
巨
視
的
創
造
科
学
の
方

　
　
法
』
一
九
八
二
年
三
月
、
菓
海
犬
学
出
版
会
）
、
中
川
挙
『
巨
大
技

　
　
術
の
時
代
が
来
た
一
マ
ク
ロ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
挑
戦
』
（
一
九

　
　
八
二
年
四
月
、
P
H
P
研
究
所
）
。
「
巨
犬
技
術
」
と
い
う
訳
語
は
、

　
　
一
面
的
で
未
熟
で
あ
っ
た
。

　
（
2
）
　
犬
礒
幸
雄
「
字
宙
時
代
構
想
（
S
A
I
）
に
お
け
る
経
済
問
題
」

　
．
『
マ
ク
ロ
・
レ
ピ
ュ
ー
』
第
一
巻
第
一
号
（
日
本
マ
ク
ロ
エ
ン
ジ
ニ

　
　
ア
リ
ン
グ
学
会
、
一
九
八
八
年
九
月
）
。
な
お
ワ
シ
リ
ー
＾
レ
オ
ン

　
　
チ
エ
フ
教
授
が
地
球
環
境
デ
ー
タ
を
統
合
し
た
世
界
産
業
連
関
モ
デ

　
　
ル
の
作
成
に
挑
戦
す
る
、
と
聞
く
。

　
（
3
）
　
水
上
幹
之
「
自
動
軍
が
他
動
車
に
な
る
と
き
」
『
マ
ク
ロ
・
レ
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ピ
ュ
ー
』
第
二
巻
第
一
号
（
同
上
一
九
八
九
年
十
月
）
。

（
4
）
　
前
掲
『
「
新
し
い
環
境
創
遺
」
研
究
委
員
会
報
告
警
』
第
一
章
、

　
二
、
各
論
（
二
）
拙
稿
参
照
。
米
国
に
緒
成
さ
れ
た
研
究
団
体

　
9
o
冨
一
向
島
『
簑
z
g
老
昌
ぎ
H
目
冨
昌
算
6
畠
－
は
、
ソ
連
の
姉
妹

　
団
体
と
交
流
を
深
め
、
ア
メ
リ
カ
機
械
学
会
や
世
界
の
マ
ク
ロ
エ
ン

　
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
関
係
団
体
と
も
提
携
し
て
事
業
化
研
究
を
す
す
め
て

　
い
る
。

4
　
環
境
価
値
と
孫
文
の
土
地
観

以
上
、
交
通
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
野
で
の
環
境
適
応
プ
回
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
、
二
、
三
の
事
例
を
概
観
し
た
。
そ
の
他
、
都
市

化
と
自
然
保
謹
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
、
高
さ
千
メ
ー
ト
ル
以
上

の
超
高
層
ビ
ル
を
開
発
し
、
水
平
に
展
開
し
て
き
た
都
市
を
垂
直

構
造
に
転
換
し
て
周
辺
を
緑
化
す
る
構
想
も
、
大
深
度
地
下
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

と
組
み
合
わ
せ
て
提
案
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
都
市
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
土
地
制
度
に
よ
っ

て
大
き
く
制
約
さ
れ
る
。
わ
が
国
の
よ
う
に
土
地
の
私
的
所
有
が

排
他
的
・
独
占
的
に
認
め
ら
れ
、
公
共
計
画
の
執
行
も
猶
予
せ
ざ

る
を
え
な
い
制
度
条
件
の
も
と
で
は
、
都
市
計
画
の
分
野
で
の
環

境
適
応
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
机
上
の
空
論
に
な
り
か
ね
な
い
。
た

だ
単
に
地
価
が
高
い
だ
け
で
は
な
く
、
土
地
利
用
の
公
共
性
が
軽

視
さ
れ
、
私
権
が
肥
犬
化
し
、
公
私
の
利
害
の
対
立
か
ら
杜
会
的

弊
害
が
多
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
国
際
的
に
比
較
す
れ
ぱ
、
ド

イ
ツ
と
台
湾
の
土
地
制
度
に
お
い
て
、
土
地
利
用
の
公
私
の
バ
ラ

ン
ス
が
保
た
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
一
九
八
八
年
春
、
台
湾
の
現

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

地
調
査
を
こ
こ
ろ
み
た
。

　
環
境
の
存
在
価
値
論
を
、
土
地
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
中
国

古
代
の
「
王
土
思
想
」
が
再
評
価
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
「
普

天
の
下
、
率
土
（
そ
っ
と
）
の
浜
（
ひ
ん
）
、
い
ず
れ
王
土
に
あ

ら
ざ
る
は
な
し
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
全
天
下
の
土
地
は
、
海
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岸
線
の
水
際
ま
で
、
す
べ
て
天
命
を
受
け
た
天
子
の
責
任
に
帰
す

る
の
で
あ
り
、
そ
の
管
理
が
天
子
に
委
ね
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
思

想
は
、
天
子
だ
け
が
唯
一
最
高
の
地
主
と
し
て
君
臨
す
る
ア
ジ
ァ

的
デ
ス
ポ
テ
ィ
ズ
ム
ま
た
は
ア
ジ
ア
的
封
建
制
と
解
釈
さ
れ
て
き

た
が
、
そ
の
よ
う
な
支
配
体
制
論
・
国
制
論
の
観
点
か
ら
で
は
な

く
、
環
境
価
値
論
と
い
う
新
た
な
視
座
か
ら
見
な
お
す
な
ら
ぱ
、

「
自
然
価
値
」
「
存
在
価
値
」
と
い
う
隠
さ
れ
て
い
た
「
芽
」
の
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

能
性
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
孫
文
は
「
耕
す
者
、
其
の
田
を
有
す
」
と
い
う
原
則
に
よ
り
、

耕
作
者
が
そ
の
耕
地
を
私
的
に
所
有
す
べ
き
で
あ
る
、
と
し
な
が

ら
も
、
「
平
均
地
権
」
の
原
則
に
よ
っ
て
、
私
的
所
有
権
に
よ
る

収
益
の
機
会
均
等
と
政
府
に
よ
る
公
的
管
理
権
の
均
衡
を
は
か
ろ

う
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
土
地
の
自
己
申
告
価
格
に
も
と
づ
い
て

「
地
租
」
を
課
税
・
公
有
化
（
「
帰
公
」
）
し
、
地
価
上
昇
分
は
「
土

地
税
」
と
し
て
国
家
に
吸
収
し
、
財
政
政
策
的
に
社
会
還
元
す
る

の
で
あ
り
、
後
天
的
な
投
資
な
ど
の
個
人
の
改
良
努
カ
に
よ
っ
て

得
ら
れ
た
収
益
は
「
改
良
価
値
」
と
し
て
そ
の
個
人
の
私
有
財
産

と
み
な
し
、
「
私
有
私
享
」
を
法
的
に
も
保
障
す
る
が
、
自
然
か

ら
無
償
で
与
え
ら
れ
た
利
益
は
「
自
然
価
値
」
と
し
て
社
会
公
共

の
財
産
と
み
な
し
、
私
有
の
対
象
と
は
し
な
い
の
で
あ
る
。
狭
義

の
自
然
価
値
は
、
土
地
の
「
存
在
価
値
」
そ
の
も
の
で
あ
る
が
、

さ
ら
に
、
広
義
の
そ
れ
と
し
て
、
国
家
や
地
方
政
府
に
よ
る
公
共

事
業
由
来
の
価
値
の
増
加
分
を
重
視
し
、
そ
の
増
値
分
を
課
税
対

象
と
し
（
「
涯
価
帰
公
」
）
、
公
共
事
業
、
社
会
福
祉
、
教
育
、
住

宅
憩
設
等
の
費
用
に
あ
て
る
の
で
あ
る
。

　
環
境
と
し
て
の
土
地
の
存
在
価
値
を
「
自
然
価
値
」
と
見
て
、

排
他
的
支
配
権
と
し
て
の
私
有
の
対
象
と
せ
ず
、
そ
の
使
用
に
よ

る
「
利
用
価
値
」
の
う
ち
、
「
改
良
価
値
」
の
み
を
私
有
権
と
し

て
保
障
し
、
土
地
の
有
効
利
用
（
「
地
尽
其
利
」
）
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
利
用
機
会
の
社
会
的
公
平
を
め
ざ
す
の
が
平
均
地
権
制

度
の
特
徴
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ぱ
、
環
境
の
存
在
価
値
（
自
然

価
値
）
が
、
特
定
の
個
人
だ
け
の
排
他
的
財
産
と
し
て
私
的
に
独

占
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
公
的
ス
ト
ヅ
ク
と
し
て
保
謹
す

る
一
方
、
そ
の
公
平
な
有
効
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
「
利
用
価

値
」
の
私
有
を
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
保
障
し
、
利
用
度
の
低

い
土
地
に
は
「
空
地
税
」
を
課
す
な
ど
、
循
環
的
な
価
値
の
増
殖

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
く
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
土
地

税
収
入
は
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
建
設
の
公
共
投
資
に
ま

わ
さ
れ
、
自
然
ス
ト
ッ
ク
の
二
次
的
拡
充
に
向
け
ら
れ
る
。
ま
さ

に
、
循
環
的
で
持
続
的
な
発
展
、
竃
ω
茎
冨
巨
o
ま
く
色
o
勺
昌
o
目
“
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を
可
能
に
す
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
環
境
適
応
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
体
系
化
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
環
境
の
存
在
価
値
を
明
確
に
認
識
し
た
政
策
立
案

と
プ
回
ジ
ェ
ク
ト
設
計
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
1
）
　
「
ス
カ
イ
シ
テ
ィ
一
〇
〇
〇
構
想
」
「
エ
ァ
ロ
ポ
リ
ス
ニ
○
〇

　
　
一
・
空
中
都
市
構
想
」
等
、
（
財
）
国
際
交
通
安
全
挙
会
．
季
刊
誌

　
　
『
H
＞
H
ω
ω
射
向
＜
H
向
老
』
一
六
巻
一
号
「
特
集
・
次
世
代
都
市
構
想

　
　
の
中
の
交
通
シ
ス
テ
ム
」
お
よ
び
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ー
垂
直
に
発
展

　
　
す
る
都
市
と
交
通
」
（
一
九
九
〇
年
三
月
）
参
照
。

　
（
2
）
　
国
際
交
通
安
金
学
会
・
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
日
本
人
の
土
地

　
　
意
識
」
。
プ
回
ジ
ェ
ク
ト
・
リ
ー
ダ
ー
、
中
村
英
夫
教
授
（
東
京
大

　
挙
工
学
部
）
。
調
査
班
長
、
林
良
嗣
助
教
授
（
名
古
星
大
学
工
学
部
）
。

　
報
告
書
は
同
挙
会
か
ら
近
刊
の
予
定
。

（
3
）
　
以
下
、
平
均
地
権
制
度
に
つ
い
て
、
競
錘
主
編
『
地
政
大
辞
典
』

　
（
中
国
地
政
研
究
所
、
台
北
、
一
九
八
六
年
）
、
蘇
志
超
『
土
地
税
論
』

　
（
増
修
訂
再
版
、
台
北
、
一
九
八
七
年
）
等
に
よ
る
。

付
記
　
本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
、
巨
視
的
創
造
科
学
に
よ
る
マ
ク
ロ
．
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
ブ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
国
際
的
調
査
研
究
の
た
め
に
、
一

橋
大
学
森
社
会
工
学
学
術
奨
励
金
か
ら
、
昭
和
五
八
年
度
旅
費
補
助
を

受
け
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
〇
年
七
月
）
（
一
橘
大
学
教
授
）
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